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30,201円（７割軽減）

21,572円（５割軽減）

8,629円（２割軽減）

12,942円

21,571円

34,514円

33万円

33万円＋（24万5,000円×世帯に属する被保険者数
（被保険者である世帯主は除く。））

33万円＋（35万円×世帯に属する被保険者数）

※保険料額に100円未満の端数が出た場合、その端数は切り捨てます。
※なお、年間の所得が5,074,102円以上の方の保険料は、50万円です。

※65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、その所得の金額から特別控除として15
万円を差し引いた額を総所得金額等として判定します。
※世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得は、軽減の判定の際の対象となります。

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
現
行
の

老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
被
保

険
者
は
、
75
歳
以
上
の
方
で
す
。

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
）

制
度
の
運
営
は
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
、
保

険
料
の
徴
収
や
各
種
申
請
、
届
出

な
ど
の
窓
口
業
務
は
各
市
町
村
が

行
い
ま
す
。

医
療
給
付
等
に
必
要
な
財
源
は
、

患
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
を
除
く
と
、
被
保

険
者
の
保
険
料
（
１
割
）
と
、
国

や
道
、
市
町
村
か
ら
の
公
費
（
約

５
割
）、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援

金
（
約
４
割
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
ご
と
に

算
定
さ
れ
、
被
保
険
者
全
員
が
等

し
く
負
担
す
る
「
被
保
険
者
均
等

割
額
（
以
下
「
均
等
割
額
」）」
と
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

個
人
の
保
険
料
は
、
均
等
割
額

と
所
得
割
率
か
ら
な
る
「
保
険
料

率
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。【
表
１
】

基
本
的
に
は
、道
内
で
均
一
で
す

が
、一
人
当
た
り
の
平
均
老
人
医
療

給
付
費
が
著
し
く
低
い
市
町
村
の

保
険
料
率
は
、制
度
施
行
時
か
ら
６

年
間
、
暫
定
的
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。


